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〈中学校音楽部会〉

研 究 主 題

「一人一人の生徒の音楽活動 を豊かにす る指導 と評価」

研 究 の 概 要

生 徒 一人一 人の音楽 活動 を豊 かにす るた めには 、指 導 と評価 の一一体化 を図 り、個 に応 じ

た指 導 の在 り方 につ いて 、考 えてい く必要 があ る。 しか しなが ら、音楽 にお ける指 導 と評

価 の一 体化 につ いては 、生 徒 の主体 的な学 習 と、評価 を生 か した指 導 との関連 がわ か りに

くい。 その 点を 究明す る とと もに、 評価 を生か した指導 につ いて の一般化 を図 るこ とが求

め られ て い る.

そ こで 、指 導 と評価計 画の 工夫 ・改 善 と活用 につ いて よ り具体化 を図 る とともに 、個 に

応 じた 指導 方法 の在 り方 につ いて 、表 現(歌 唱 ・器 楽 ・創 作)鑑 賞 の 内容 にっい て研 究 開

発 を進 めた。

皿 研 究 の 内 容

平成13年 度 は、 評価 規準 の設 定 と評 価方法 につ い て、 また平成14年 度 は年 間指 導 計画

例 の 中で 、題材 と学 習指導要領 の示す指 導 内容 及び 評価 の4つ の観 点 との かか わ りを例 示 し

た 、 これ らの研 究成 果の上 に立 ち 、平成15年 度 は、4つ の観 点毎 に 目標 の実 現状況 を的確

に 把握 す るための方 策及 び、音楽活 動 を豊 かにす るた めの評 価 の在 り方 にっい て以 下 の研究

を した 。

1題 材 の評 価規 準 に照 ら した 目標 の実現 状 況の的確 な把 握 につ いて

(1)適 切 に評価 す るため の方 法 の研 究

ア 観 点1「 音 楽へ の関心 ・意欲 ・態 度」

主 にワー クシー トを用 いて 、効 果的 な指 導 とそ の評 価方 法 を具 体的 に事 例研 究 した。

イ 観 点2「 音 楽的 な感 受や 表現 の 工夫」

観 点 の意 図 を明確 に して、毎回 の評価 を生 か した継続 的 な学 習指導 の方 策 を探 った。

ウ 観 点3「 表 現の技能 」

集 団 の中で の、個 の評価 を行 う評価 事例 を検 証 した。

工 観 点4「 鑑 賞の能力 」

鑑 賞 の指 導 とその評価 を、音楽 活動 に生 かす研 究 を した。

2個 に応 じた学 習指 導の 工夫 ・改善 につ い て

(1)目 標 準拠 の評価 につ いて

特 に 、実現 が 不十分 な生徒 に対す る指 導の 工夫 な どにつ いて 、指 導事倒 で扱 った。

(2)自 己評 価 につ いて

主 に学 習 カー ドな どを用 いての 、 自己 ・相 互評価 の適切 な方 法に っい て研 究 した。

3題 材 に おけ る生 徒の変 容に よ る指 導 と評価の検 証 に つい て

題 材 での評価 の場 面 にっい ては 、ポイ ン トを絞 り、 まず生 徒 へ働 きか けを行 い 、そ して さ

らにそ の後 の生徒 の変容 を評 価 す る場面 を設 定 し、検 証 した。評価 の場面 を通 して 、生徒 一

人 一人 の音 楽活 動 を支 え、学 習指導 の充 実 を 目指 し、 事例 の展 開 を行 った。
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W指 導 事 例

1評 価事例1

(1)題 材名

教材

【音楽 への 関心 ・意 欲 ・態 度】 第2学 年

「音 と音 の かかわ り合 いの 面 白さを知 ろ うj

「カ エ ル の合 唱 」

「踊 る少 女 」

「夢 の 世 界 を1

「小 フー ガ ト短 調 」

(器 楽)

(二 部合 唱)

(混 声 三部合 唱)

(鑑 賞)

(2)題 材 の 目標

ア 声部 の役 割 を感 じ取 り、

イ 多 声音楽 と和声音 楽 の違い を感 じ取 る。

〈3)評 価 規 準

「
'

■
"
蝿

芋

リズ ム、旋 律 、和 声を生 か した表 現の 工夫 をす る。

観 点1(音 楽への関 観 点2(音 楽 的な感 観点3 観 点 弓

心 ・意欲 ・態度} 受や表現 の工夫) 俵 現の技能) (鑑 賞 の能力)

満お ・各教材 に積極的に取 ・ 自 分 の パ ・一 トの ・カ ノ ン の 仕 組 み ・多 声音 楽 と和 声音

足お り組 み 、音 楽 の違 いを 音 程 、 リズ ム に注 を理解 して 、 両手 楽 の違 い を感 じ、面

のむ 理 解 し よ うと して い 意 しな が ら歌 って で二声 にして演奏 白さを味 わ える。

例ね る 。 い る 。 で き る、

(4)評 価 事例

指導内容 学習内容 評価規準 おおむね満足の具体例 評価方法

・カ ノ ン の仕 組 ・「カ エ ル の 歌 」 ・楽 曲 に 興 味 を も ち 、 ・自 ら積極 的 に練 習 ・練 習 へ の 取 り組

み を理 解 し、音 をカ ノンに し 仕 組 み を理解 して 、キ し、両 手 で カ ノ ン に し み方 〔観察法)

の 重 な りの 面 て 、両手 で演奏 一 ボ ー ドで 適 切 に衷 て藏奏 で き る。 ・実 技 テ ス ト

白 さ を 知 る, す る 。 現 で き る. (観 点1)

A表 現(Dキ (観 点3)

(観 点1)(観 点3)

・旋律 の掛 け合 ・r踊 る 少 女 」
、

・自 分 の パ ー トの 音 ・自分 の声部 の役 割 を ・ワ ー ク シ ー ト に

い の 面 白 さ を 「夢 の世界 を」程 、リズ ム に注意 して 理 解 し、他 の パ ー トと よる 自己評 価

知 る, の各 声部 の 音 歌 う,A表 現(Dエ 歌 うこ とが で き る、 (観 点1)

程 リズ ムを、正 (観点2) (観 点2)

確 に 歌 う.

・多声 音 楽 と和 ・各声 部 に現 れ ・旋律 のか かわ りに興 ・多声音楽 と和声音楽 ・発 表 及 び ワー ク

声 音 楽 の違 い る主題 のか か 味 を もち、旋 律 のかか の特徴 を、自分 の言葉 シー トに よ る 記

を 味 わ う. わ りを 感 じな わ りを理解 し、楽 曲全 で 表 現 す る こ とが で 述 法(観 点1)

が ら聴 く。 体 を 味 わ っ て聴 く こ き る. (観 点4)

とが で き る.

B鑑 賞(Dア

(観 点1)(観 点4)

一42一



(5)個 に応 じた指導事例

く ワ ーク シ ー ト〉おお むね満足 で き る例

「カ ノ ン 」 か ら 「小 フ ー 別 へ 自 己 評 価 カ ー ド

関心 ・意欲 ・態 度 を高 め るた めの指 導

月 日 纏甘各

カエルの瞑

カエルの駄

漏愚少女

小,一 ガ

ト蝦口

自 己 騨 価 の 蘭 身

一Aで 聾 くこと超で壷乃、

A=二 人で四"1:し て閏直えないで弾 くこと炉で 書番

B:一 畳人で■手Lr弾 くこと】Ptでt轟.

C=r一 人で爵手τ■ くことカr『暫ない・

為:3拍 子〔ウリズム壱遍 じ、曲のノ℃一 ト壱聰いて

敵ってい乱

臼=自 分⑪パー トの青程 リズムに鹿意して敦うτいろ

c=音 趣 ・リズムがセかなかと「眈 い.

A=モ れぞ亀の声値にあらわれる主魍{テ ーマ)を 闘

N6rと カtT世6.

日=劃 咀壱聞む重石二と殖で書巻.

cI虫 ■雌よ くわ血 らない.

臼己湘

o

c

9

A

先生の印

「カ ノンの仕組み 」を理解 させ るため に、

もち し

「紅葉」な どの曲 を使い 、その効果 や面 白

さを感 じ取 らせる。

キーボー ドを使い 、積極 的に練 習 してい

るか、関心 ・意欲 を評 価する。一人 でで

きない場合 は、友達 と片手ずつ行い、「音

と音のかかわ り」の面白 さを知 らせ る。

技能だ けに偏 らない よ う配慮する.

多μ音壷と和声音章⑪重いは何ゆ噂えてみよう.

脅 郵 メoデ¥-o劇猷`が 搦 麗'凝 ㍑θ苔致審ヒ

燃 翻粥 瞬 ・声搬 脚 デ牡とイ糠 万噛劒♂五ρ吻
幽 硯 娃ヤ勧 観牝 え孫 多と即 辛乙孟。

「小 フーガ」の囁 謹を書いτみよう.

〈ワ ーク シー ト〉 十分満足 で き る例

,幽 「酬匪と零3戸響亮の己いは御か尋えて駄5,

瀦難驚 羅無,
,躍 袷

噌就「小
7-"」 醐 ■害いて弓よう,

多声 音 楽 と和声 音楽 の違 い を 自分 の言

葉や 身 の回 りの物 に置 き換 えて表 現 で

きてい るか 、意 見 を自由 に発 言 させ.

色 々な とらえ方が あることを知る。発表

や取 り組 みの様子 を評価す る。

舎おお むね満 足で きる回答例

・多声は トゲ トゲ したコーラか炭酸 飲料

のよ う。 和声はまろやかなお茶,

・多声 は 「ときめきJ、

和声 は 「やす らぎ」 な ど。

実際 の生徒の様子

・器 楽 ・歌 唱 ・合 唱 を通 して 、音 と音 のか か わ りあ い の

面 白 さを知 り、 よ り深 く 「小 フー ガ ト短 調 」 を 味わ うこ とが で き た.

・「カエ ル の 歌 」の 両 手 演 奏 は 多 くの 生 徒 が 興 味 を示 し、積 極 的 に 練 習 する姿 が み られ た。

短 期 間 に約80%以 上 の 生 徒 が 両 手 で弾 けるようになり、意 欲 の 向 上 が 見 られ た。

音楽の構成や 、形 式な どにも気

付い た感 想 を十 分満 足で き る

回答 とした。 會例

多声はf競 」 個 人と

和声は 「協」 団体の違い。

多声 は一 っの メ ロデ ィー が か

らみ合い、そこに 「ずれ 」がで

き る、

和声 は い ろい ろな音 都重 な っ

ていて,重 さが違 うと思 う。
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2評 価 事例2【 音楽 的な感 受 や表現 の工 夫】 第3学 年

(1)題 材名 「声 部の役割 を理解 し、全体 の響 きに調 和 させて合 唱 を しよ う」

教材 「大 地讃 頬」(混 声 四部 合唱)

(2)題 材 の 目標

ア 楽 譜 を読み取 り、 自 ら音楽 を創 りあげ る表現 の能 力 を養 う、

イ 混 声 四部の 豊 かな響 きを味 わ う.

(3)評 価 規準

観 点1(音 楽への関 観 点2(音 楽的な感受や 観点3 観点4

心 ・意歓 ・態 度) 表現 の工夫) (蓑現 の技能) (鑑 賞の能力)

お ・授 業 の 目標 達 成 ・楽 譜 を 読 み 取 .っ た
・観 点2の 内容 を 表 ・旋 律 と旋 律 の か

お に 向 けて 、楽 譜 へ り 、範 唱 を 聴 き 、 感 じ 現 す る た め に 、発 声 か わ り合 いや 、音

満む の 書 き 込 み 作 業 取 っ た音 楽や 表 現 の 練 習 ・パ ー ト練 習 ・ 楽 の 構 造 を 理 解

足ね や 、表 現 の 活 動 に 特 徴 、 「こ う表 現 した 合 唱 括 動 を活 か し しな が ら、合 唱 曲

の 取 り組 ん で い る。 い 」と思 った 内 容 を書 た 表 現 を し よ う と を 味 わ っ て 聴 い

例 き 込 み して い る 。 して い る 。 て い る 。

観 点2の 評 価 は、 下記 の方法 で 、生徒 一人一 人が音 楽 を どの くらい感 受 して い るか を、

簡 単 に把握す る こ とが でき る。 音 楽を構 造の 上で とらえ るこ とが でき るか、又 、盛 り上 が

りや聴 かせ 所 を と らえる感受性 を育て る こ とは、生 涯 にわ たって様 々 なジ ャンル の音楽 を

愛 好す る生 徒 を育 てて い く我 々音 楽科 が、最 も力 を入れ た い部分 で ある。な ぜ な らば、「音

楽 的 な感 受 や表 現 の工 夫」が な くしては、観 点3の 「表 現の 技能 」も存在 し得 ない か らだ。

以 下(4)に て合 唱活動 を例 とした評価 事例 を示す 。なお 、観点3の 評価 のた めの楽 譜 回収

は 、2回 以 上行 わ な くて はな らない。 それ は、生 徒 に評価 の 内容 を還 元す るた めで あ る。

{4)評 価 事 例

指導 内容 学習内容 評価規準 おおむね満足の具体例 評価方法

・楽 曲 の 構

成 を っ か

み 、 楽 曲の

良 さ を感 じ

取 らせ る。

・範 唱CDを 聴 き、 楽

曲 の盛 り上 が りや 、美

しい な と感 じる部 分 を

見 出 し、楽譜 に記 入 を

す る。

・楽 曲の構 成や 、音 楽

の表 現 要素 を理 解 し、

曲 の雰 囲気 を感 じ取 っ

て い る。A表 現(1)キ ・ク

(観 点2)(観 点4)

・自ら感 じ取っ た部

分 に記 入が つけ られ

てい る。

・楽 譜記 入

・表 現 す る

た め の 、 工

夫 す る 点 を

見 出す 。

・曲想 の付 け方 に 工夫

がみ られ た り、工 夫 し

て表 現 して い る部 分 、

又 、表 現 のた めに 必 要

なテ クニ ック を見 出 し

楽譜 に 記入す る。

・鑑 賞 と して では な く、

表 現 をす るた めの 工夫

点や 技 術の ア イデ アが

見 出せ てい る。

A表 現(1)ア ・イ

(観 点4)

・自ら感 じ取 った部

分 に記入 が つけ られ

てい る。

・楽 譜記 入
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(5)個 に応 じた 指 導事例 、

ア 回収 をLた 楽譜 で 「達 成不 十分 」で あった生徒 が、指 導後の 提 出で どん な感 性 が伸 び

「おお むね 満足」 とな るか実践例 を示す。 太字 が教師 の 書 き込 み ア ドバ イ スで 、 この生

徒 に は文 章表現法 の ア ドバイ ス も入 ってい る所 に注 目 された い,

色が っ い てい るだ け で、 自分の言 葉 がない。 の量"が よ'に ノ っ た

イ 次 に 「十 分満足 で きる」 と評 価 され る書き込み にっ い て、 二例紹介 す る。

,、うjl・ 磯 恥勝 ㌔ 謬(写3一

`孕→↓ 麓'1曹'ttt

町い ㌻
奄η、・げ;

'曲 の さ に く感 をPtけ そ の 由
・1こ の の,。 の 工 点 に 厘 イ・ れ

A:thに 一 著い て い る)が き ち ん と され て い る
に必 な 唱 術 で えて い る
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3評 価 事例3【 表現の 技能 】 第2学 年

(1)題 材名 「速 度 と強 弱 の変化 と効 果」

教材 「時の旅 人」(混 声三部 合 唱)

(2)題 材 の 目標

速 度や 強弱 の変化 よる音楽 の特徴 とそ の効 果 を理解 す る。

⑧ 評価 規準

観 点1〔 音 楽 へ の 関心 ・意 観点2(音 楽 的な感受 観点3 観 点4(鑑 賞

欲 ・態 度) や表 現の工夫) (表現 の技能〕 の能力)

お ・音 楽 の速 度や 強弱 に関 ・音 楽 の速 度や 強弱 の ・楽 曲に指定 され た ・速 度や強 弱

お 心 を もち、進 んで歌 った 違い による特徴を感 じ 正 しい速度や強弱で の変 化 に よる

む り聴 い た りしよ うとして 取 る こ とが で き る. 歌 う こ とが で き る。 表現の効果を

ね い る 。 ・音楽 の多様 さを感 じ ・曲にふ さわ しい速 感 じ取 るこ と

満 ・速 度や 強弱 の変化 によ 取 り、そ の効果 を表現 度や 、強弱 の変化 に が で き る。

足 る音楽の特徴 と効果 を感 す る工夫 がで き る。 よる表現 がで き る。

の じ取 り、表現 に生か そ う

例 と し て い る。

(の 評価事例

指導内容 学習内容1評 価規準 おおむね欄足の具体例 評価方法

・範 唱鑑 賞 省 略 ・観 察

・ ワ ー ク シ ー一 ト

・パ ー ト練 習 ・各 声 部 の ・旋律 の速 度や 強弱 の ・正 しい音 程 で歌 ・ ワ ン フ レ ー ズ テ

音程を正確 変 化 を感 じ取 り、正 し う こ とが で き る。 ス ト

に歌 う. い音程 で歌 って い る。 (観点3)

A表 現(1)タ(観 点3)

・パ ー ト練 習 省 略 ・ ワ ー ク シ ー ト

・パ ー ト内 発 表 ・観 察

・表 現 の 工夫 ・曲 に ふ さ ・旋律 の速 度 や 強弱 の ・変化 す る要素 を ・ワ ン フ レー ズ テ

わ しい速度 変 化 を 曲想 に生 か し、 意識 して 歌 って い ス ト

や 、強 弱 を ふ さわ しい表現 をする る 。 (観点3)

工夫 して歌 こ とが で き る。

う 。 △表 現(1)ク(観 点3>

・ ま と め. ・速 度 や 強 ・他 の 声部 とのかか わ ・音 程 が 正 し く と ・ ワ ー ク シ ー ト

弱 の働 きを りや 和 声的 な響 き 、速 れ 、変化 す る要 素 ・観 察

生 か して 、 度 、強 弱 に気 を付 けて を意識 して表現 し ・合 唱個人 達成

表情豊かに 表 現 す る こ と が で き て い る 。 カー ド

合 唱す る。 る ぴAi表 現(1)エ ・ク (観点3)

(観 点3) ・ま とめ のテ ス ト
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(5)個 に応 じた指導事例

♪ 「ワ ン フ レ ー ズ テ ス トカ ー ド」 教材r時 の旅人』

要素

音程

強弱

速度

テ ス ト部分

め ぐるめ ぐる風～会 い に行 こ う

す べ ての もの が友 達 だっ た頃

や さ しい雨 に打たれ緑 が よみ がえ る ように

先生 チ ェ ック

騨

璽穐

雀

*十 分満 足で きる生徒 ⇒ 音程 ・強弱 ・速 度

が、人 に伝 わ る よ うに歌 ってい る.

*お お むね 満足 で き る生 徒⇒ 音程 ・強 弱 ・

速度 を意識 して歌 ってい る、

*達 成 不 一卜分 な生徒⇒ 聴 き取れ ない。

泓
教師 が 一緒 に歌 う.

♪ 「合 唱 個 人 達 成 カ ー ド」

日 付

合

唱

中

自 己 チ ェ ック

真 剣 度 ・集 中度 ・態度

つ られ ない度

の め りこみ度

詩の理解度

先 生 チ ェ ック

/

()

/

()

/

()

/

()

自分 で記入 す る。

確 実 ◎

部 分的 にで きたO

まだ まだだ △

/

()

今 日出 来 た こ とや 次 回 練 習 し

たい 内容 を書 こ う,

*十 分満足 で き る生徒⇒他 のパー トにつ られず に

歌い、 リズ ムが 正 しく子音 が は っき りした発 音

で、声量 もある,

*お おむ ね満 足で き る生徒⇒ 各 チ ェ ック項 目に対

し努 力 してい る。

*達 成不十分 な 生徒⇒ 聴 き取れ ない。

&ダ
教師 がそ の場 で具体 的 にア ドバイ スす る。

一列目はつられてないか 、二 ・三列 目は先生の

ところまで声が届くか同時にチ ェック中
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4評 価 事例4【 鑑 賞 の能 力】 第1学 年

(1)題 材 名 「イ メー ジ と音楽 」

教材 交 響詩 「ローマ の松1よ り 「ア ッピア街 道 の松」 レス ピー ギ作 曲

(2)題 材 の 目標

ア 管 弦楽 の多 彩 な響 き を味 わい 、想 像 豊か に音 楽を鑑賞す る能 力 を育 て る・

rB鑑 賞(Dア 」…様々な音 と音とのかかわ り合いによって生まれる楽曲の雰囲気や曲想 を感 じ取る.

イ 速 度や強 弱 の働 き及 びそれ らに よって 生み 出 され る楽 曲の雰 囲気や 曲想の 変化 を感 じ

取 らせ る。

rB鑑 賞(1)イ」…速度や強弱が生み出す雰囲気や曲想によって、緊張や弛緩、動的や静的、雄大や

繊細さ、安堵感や焦燥感など様身な個人のイメージや感情が引き出される.

厨
イ メー ジや感 情 を 自分 な りの言葉 、 図形、動 作 な どで表す こ とに よって も、音楽 の特

徴や特 質 を と らえ、意識 す るた めの有 効な活 動 とな り、そ の感 じ方や表 し方 は個 人 に よ

って違 いが あ る ことに気 付 かせ る こ とがで きる。

(3)評 価規 準

観 点1(音 楽 へ 観 点2(音 楽 観 点4(鑑 賞の能力)

の 関心 ・意 欲 ・態 度) 的な感受や表現の工夫)

満お ・管 弦楽 の多彩 な響 き ・音楽 の表 現要素 が 生 ・速 度 ・リズ ム ・強 弱 の 働 き 、 及 び

足お に興 味 を も って聴 いて み出す 雰囲気や曲想を そ れ らに よ っ て 生 み 出 され る 楽 曲

の む い る 。 感 じ取 って い る。 の雰囲気や 曲想 の変化 を総 合的 に

例ね 理解 して聴 い て いる.

(4)評 価事 例

指導内容 学習内容 評価規準 おおむね満足の具体例 評価方法

・曲 の 冒頭 部分 ・自由な発想 で 曲 ・進 ん で鑑 賞 活 動 ・興 味 を もっ て聴 ・観 察

を聴 か せ 、第 一 を と らえ、特徴 を に 取 り組 み 、興 味 き 、 曲 の 特 微 を メ ・ワ ー ク シ ー ト

印 象 を と ら え 短 い言 葉 で表す. を もって聴 い てい モ す る こ とが で き …1

させ る 。 ・メ モ を 発 表 す る.B鑑 賞(Dウ る 。 臼鑑 賞(1)ウ

・意 見 を板 書す
る 。 {観 点1〕 (観 点1)

る 。

・全 曲 を聴 か ・メ モ を と る
。

・音楽 の 表現 要素 ・全 曲 を 聴 き 、 曲 ・観 察

せ 、なぜ そ の よ ・グ ル ー プ で 意 見 が生み 出す雰 囲気 の雰囲気 の変化 を ・ワ ー ク シ ー ト

う に感 じた か 交換 を し、発表 す や 曲想の変化 を感 速 度 ・ リズ ム ・強 …2

を 考 え させ る。 る 。 じ取 っ て い る。 弱 の働 き の 変化 と B鑑 賞(1)イ

・曲想 と諸 要素 の B鑑 賞(1)イ 関連 付 け て メ モ が (観点2)

働 きを知 る。 (観点2) とれ て い る.

・全 曲 を 聴 か ・全 曲を総含的 に ・曲の 雰 囲気 や 曲 ・始 め に気 付 か な ・ワ ー ク シ ー ト

せ 、諸 要素 の変 鑑 賞す る. 想 の変化 を総合的 か っ た こ との気 付 …4

化 を確 認す る。
幽

に理解 して聴 いて き が見 られ 、音 楽 B鑑 賞(1)ア

い る。B鑑 賞(1)ア の諸要素の役割 が (観点4)

(観 点4) 総合的 に理解 でき

て い る.
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(5)個 に応 じた指 導事例

◎音 楽鑑 賞 とは … 音楽 の 美を享 受 する こと。

=奮 楽 を聴 き.音 楽の 美 しさ毫感 じ賊 り.そ の 良 さを瞭 わ うこ と。

■観 点4

速 度 ・リズム ・強弱 の働 き、及 びそれ らに よって生 み 出 され る楽 曲の雰囲 気や 曲想 の変

化 を総合的 に理解 して聴 いて い る。

〈ワ ーク シ ー ト>

1年 組 番 氏 名

1.第1印 象 をまとめよ う。(曲 の 冒頭部 分)

2.全 曲を聴 き、曲の 変化 を書い てみ ようe

●観 点1(音 楽への関心 ・意欲 ・態

度〕 を見 る。

感 じた こ とを 自由記入す る。

達成 不 十分 の生 徒⇒ 何 も記 入 で き

ない⇒ 机 問巡視 で教 師の言 葉 か け

⇒記 入 の ヒン トを与 える。 「明暗 」

「天気 」 「人数 」 な ど

曲名 は最後まで明か さない。想

曲名=像 した内容 を間違 っ てい た と

作曲者;感 じて しまわない ため。

弓.こ の作 品の 感想 を自由 に薔 い て くだ さい。

●観 点2(音 楽的 な感 受や表現 の

工夫)を 見 る。

曲の 冒頭 か ら、 どの よ うな変 化

が見 られた か。

静 か～ 壮 大=楽 器 が 増 えた。 音

が 大 き くな った。 な ど変 化 の 感

受 那音 楽 の諸 要 素 と関 連 付 け ら

れ て い るか。 達成 不 十 分 の 生 徒

⇒ 関 連付 け られ な い⇒ 音 楽 の 諸

要素 を強弱 にポイ ン トを絞 る、

●観 点4(鑑 賞の能力)を 見 る。

速度 ・リズ ム ・強 弱 の働 き と

曲の雰 囲気 と変 化 を 総合 的 に

理 解 で きてい る。3つ の 要 素

を網 羅 で きて い るか.次 時 へ

の つな が りはあ るか。

達 成 不 十分 の 生 徒⇒ おお む ね

満 足 で き る 生 徒 の 例 を 教 え

る。

観 点1、2の 振 り返 り。

●観 点4の 指導 に関 して の3つ の ステ ップ(各 観 点 は、 互い にか かわ り合 ってい る。)

① 「感 じ取 る」段階 … 曲の気分や 曲想 を直感 的 に感 じ取 る ・・観点IB鑑 賞(1)ウ

② 「気 付 き ・深め る」段 階 … 音 楽を構成 して い る諸 要素 の働 き を知 る ・・観 点2

B鑑 賞(1)d

③ 「味 わ う」段 階 … 楽 曲の良 さを総合 的 に鑑 賞す る ・ ・… 観点4B鑑 賞(1)ア

ル
生 徒 の反 応 は …

① 「何 か が近 づいて くる」「不気 味」 「何 かが段 々増 え て くる」等

② ① の理 由を探 る⇒ 「規則 的 な リズ ム」 「楽器 が増 える」 「pか らfに な る変客 」 等

③ ①② の学 習 を参考 に全 体的 に理解 して聴 くこ とが で き る。

なぜ ① の よ うに感 じるのか探 り、理解 して鑑 賞す るこ とが で きる。
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V研 究 のま とめ

平成14年 度 の研 究の成 果 をふ まえ、評 価 の観 点が 明

確 とな った年 間指 導計画 に基 づ き、個 に応 じた指 導 に生

かす評 価 の研 究 を進 めた。

覗
学 習指 導要領 に則 り、授業 の流 れ をも う一度 見 直 し、

どの よ うな場 面 で評価 し、 生徒 の意識 を高 めてい くかを

.:工 夫 して い くこ とが 大切 な こ とで あ る。 さ らにそれ は継
ヒ

　

q続 的 に行 われ な けれ ばな らな い。そ のた めの ポイ ン トを

繭 授業の実蹴 通 して検証 し誌 駅 きる事例 としてま と
め た 。

1指 導 事倒 について のま とめ

(1)「 音楽 へ の関心 ・意欲 ・態度 」

この観 点の評価 につ いて は、特 に他 のす べて の観 点 との糊 互的 な係 わ り合 い を考え な く

て は な らない。 その上 で、 それ ぞれ の題材 毎の評価 規 準を設定 し、単 に 「声 を 出 してい る

か ら」 な どの 、外観や 印象 に も とつ いて評価す るこ とは避 け、観 点1と して設 定 した規準

に照 ら して適 正 に評価 す る こ とが大切 で ある。

(2)「 音楽 的 な感 受や表 現 の工夫 」

音 楽的 な感受 とは、音楽 活動 の基礎 的 なカで あ り、表現 の工夫 をす るた め の感 覚 であ る

と考 えた。 そ して、生徒 のそ の感受 性 に働 きか け る こ とに よって生 まれ る変容 を、何 よ り

丁寧 に 育ん でい かな くて はな らな い。

指導事 例 で取 り上 げた 楽譜へ の 書 き込みの指 導 と、そ の継続 的な評価 は、読 譜力 を高 め

て い く上で 効果 が大 きい。

(3)「 表 現の 技能 」

特 に合唱 指導 にお いて は、集 団 の 中で の個 の評価 が難 しい。 指導事例 で は 「ワンフ レー

ズ テ ス ト∫ を取 り上 げ、そ の効率 的 な活用方 法 について 検証 した.こ の方法 の優れ た点 と

して は 、授 業 の流れ を損 な うこ とな くパー ト練 習時 に短 時聞 で行 うこ とがで き 、個 々の指

導 に有効 な こ とが あげ られ る。 また 、評価す る点 が明確 なた め、それ ぞれ の課題が よ くわ

か り、次の 学習 への励 み とな る。

(の 「鑑 賞 の能力 」

指導 事例 でふ れ た よ うに、「楽 曲 を聴 く」ことが 単 に観 点4の 評価 にっ なが るわけでは な

い 。 各観点 とかか わ りな が ら、総 合 的に理解 して聴 くことが 、鑑賞 の能力 で ある。 した が

って 、題材 の ね らいの違い に よって 、対応す る観 点が異 な る.

2今 後 の課題

指 導 と一体 とな った評価 は生徒 の 励み とな り、そ の取 り組み を通 して音楽活 動 を豊 かに し

てい く もので あ る。 そのた めの具体 的 な事 倒につい て は、い くっか示 す こ とがで きた が 、今

後 も教師 がそ れ ぞれ の実践 を もとに 、研 究 ・開発 してい く姿勢 をもっ ことが大 切 で あ拳、
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